
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2009年7月22日発行 
大仙市立神宮寺小学校 
学校支援地域コーディネーター 

おいだらぼっちは神宮寺嶽

を背負ってきた心やさしい

伝説の巨人 

今年も学校応援の活動が動いています。4月の運動会に向けての運動場

の整備から始まって、校舎前の花壇づくり、学習活動でのゲストテイチ

ャーの指導、総合的学習やクラブ活動などへの協力など、昨年を越える

ような感じで「子どもたちを活き活き」させております。 

6月24日には、「地域教育協議会」と
「学校評議員会」が開かれました。 
 この会では、校長の教育方針が説明さ

れ、その後に各委員から「地域に於ける

子どもたちの姿」や「学校支援のこれか

らのあり方」などについて、率直な発言

がありました。なかでも、「挨拶運動」

の成果を評価する発言が多く「挨拶をさ

せる」のではなく、「挨拶をしたくなる」

人間関係の必要を再確認できました。 
 学習活動への支援のあり方やその支

援の継続のあり方などについても意見

がでました。 
 これらの評価や提言が本年度の活動

の基となることが期待されます。 
 
 
 協議に先立って、学校の普段の学習活

動の姿を見せてもらいました。１年生か

ら6年生の教室にお邪魔しましたが、子
どもたちはいつもの顔で静かに学習し

ていました。 
 

訪問客があると特別の雰囲気が出るも

のですが、そのようなことも感じられな

い落ちついた学習ぶりでした。 
 ６年生の総合的な学習「しあわせいっ

ぱい神宮寺大作戦」５年生の「リコーダ

ーの学習」４年生の「算数」３年生の「ボ

ール運動」２年生の「算数」1年生の「学
級会・入院しているお友達への折鶴のプ

レゼントづくり」、それぞれの集中して

いる姿が、学校が目指している「アスリ

ート」へのアプローチの形なのだと感じ

られました。 
 
 
 学校への応援は特別なことではなく、

花壇の草取り・安全のお手伝い・図書の

整理や修理・地域の案内などなどたくさ

んあります。「花壇の草はどうなってい

ますか？」などとお電話ください。 
学校からお願いすることもありますの

で、その節にはよろしくお願いします。 


